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[緒言] アクセプターとしてフラーレン誘導体を用いるドナー/アクセプター材料ではフラーレン

誘導体のサイズによって光導電性が大きく変わることが知られている。光キャリア制御の点で注

目できる。我々はこれまでフォトリフラクティブ複合ポリマーの光導電性ホスト材料として、キ

ャリアトラップの増強が可能な光導電性トリアリールアミン（PTAA）オリゴマー/絶縁性ポリマー

ブレンドを提案してきた[1]。本研究では、当該ブレンド材料に対してサイズの異なるフラーレン

誘導体が及ぼす影響を調べた。 

[実験] 光導電性 PTAA オリゴマー/絶縁性ポリマーブレンドの組成は、泉田等の実験[1]を参考に

PTAA オリゴマー(Mn = 1000, 70 wt.%)、絶縁性ポリマーAPC(18.5 wt.%)、可塑剤 DEHP(9.5 wt.%)、

電荷発生剤 PCBM または BisPCBM(2 wt.%)とした。透明

電極ガラス基板間でホットプレスしてセル（試料厚さ約

20 m）を作製し、Time-of-flight(TOF) 法により過渡

光電流を測定した。 

[結果と考察] Figure 1 は 50 V/m で得た結果である。

両サンプル（PTAA-PCBM、PTAA-BisPCBM）ともにホール

キャリアが非分散的に対向電極に至ることで現れるシ

ョルダー（飛行時間 Tt）が明瞭に見られた。見積もられ

た移動度は PTAA-PCBM の方が小さかった。また、過渡光

電流の減衰の仕方に違いが現れた。PTAA-BisPCBM では

急に減衰するのに対して、PTAA-PCBM では緩やかに減衰

した。この結果は、PCBM の導入で浅いキャリアトラッ

プが多く生じた可能性を示している[2]。それによって、

移動度の減少も説明できる。PCBM、BisPCBM ともに HOMO

レベルは殆ど同じなため、ホールキャリアの輸送性の違

いは膜の組成構造の違いに起因している可能性がある。 
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Fig.1 TOF 測定結果: (a)PTAA-
PCBM、(b)PTAA-BisPCBM. 
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